
虹

占山

描

亀
井
孝
氏
・

前
回
金
五
郎
君
の
駿
尾
に
付
し
て 、

私
の
拾
っ
た
数
例
に
よ

っ
て 、

虹
を
あ
ら
あ
ら
描
い
て
み
た
い 。

付
載
し
た
研
究
史
年
表
が
小
論
の

み
そ
か
も
し
れ
な
い

。

か物体
と
忽

と

ま

ま

金
門
田
を
あ
ら
が

き
ま

ゆ
み
日
が
照
れ
ば
雨
を
待
と
の
す
君
を
待
と
も

(
万
葉
集

巻
十
四
・

三
五
六
一
)

こ
の
歌
に
つ
い
て
仙
党
は 、

常
陸
が
ネ
イ

テ
ィ

ブ
と
い
わ
れ
る
が

ア
メ
ヲ
マ
ト
ノ
ズ
ト

ハ
、

ノ
ズ
ハ

、

虹
也 。

ニ
ジ
タ
チ
テ
ハ

、

カ
ナ
ラ

ズ
ア
メ
ノ
フ
レ
ハ

、

ア
メ
ヲ
マ
ツ
ニ
ジ
ト
イ
へ
ル
也 。

(
仙
党
全
集

三

一
一
ペ
ー
ジ
)

と
い
っ
て
い
る 。

と
の
注
の
す
こ
し
前
の
と
こ
ろ
に
も
「
ノ
ズ
ト

ハ
虹
也」

と
見
え
る
。

律
師
の
頭
に
は 、

虹
に
つ
い
て
二
つ
の
語
形
が
あ
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

当
時
の
標
準
語
形
と
し
て
の
「
ニ
ジ
」

と 、

東
国
的
な 、

な
ま
っ

た
形
と
し
て
の
「
ノ
ズ
」

と
で
あ
る 。

た
ま
た
ま
東
歌
の
注
釈
に
あ
た
っ
て

「
ノ
ズ
」

の
方
も
で
て
き
た
も
の
で
あ
る
ラ 。
「
ノ
ズ
」

と
い
う
形
は 、

現
在

の
東
北
方
言
に
は
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

「
ヌ
ジ
」

と
い
う
形
も 、

中
古
か
ら
中
世
に
か
け
て
見
え
る 。

日
本
書
紀

の
雄
略
紀
三
年
に

乃
於
河
上
虹
見
如
地
四
五
丈
者
(
輔
師
国
史
大
系

1

三
六
四
ペ
ー

ジ
)

と
あ
る
「
虹」

の
傍
訓
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が 、

前
田
本
(
複
製
本)
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を
築
島
硲
氏
に
検
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
「
ヌ
ν
」

に
ま
ち
が
い
な
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た

。

天
武
紀
十
一

年
に

殿
内
有
大
虹
(
桝
相

国
史
大
系

2

三
六
五
ペ
ー

ジ
)

と
あ
る
「
大
虹」

の
傍
訓
に
も
「
ヌ
ν
」

と
あ
る
が 、

築
島
氏
の
御
調
査
で

は
北
野
本
(
複
製
本)

の
院
政
期
点
に
は
「
ヌ
ジ
」 、

室
町
期
点
に
は

「
オ

ホ
キ
ナ
ル
ヌ
ν
」

と
な
っ
て
お
り 、

訓
点
資
料
に
お
け
る
「
ヌ
ν
」

と
い
う

形
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る 。

い
ず
れ
も
戸
点
は
な
い
が
「
ヌ
ジ
」

と
発
音

さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う 。

「
ニ
ク
ジ
」

と
い
う
形
も
中
世
に
は
あ
っ
た

。

柳
田
先
生
は
大
日
本
史
料

の
中
か
ら
「
ニ
ク
ν
」

を
引
か
れ 、

岡
田
希
雄
氏
(
国
語
国
文

昭
和
十
年

十
二
月)

は
名
語
記
の
中
か
ら

O
ソ
ラ
ニ

現
ズ
ル
ニ
ク
ジ
如
何 、

答
虹
也 、

ニ
ジ
ト
イ
ヘ
リ 、

ノ
ピ
ソ
リ

ノ
反
枇

の
例
を
示
し
て
い
ら
れ
る
。

管
見
で
も
二
例
あ
る
。

西
行
の
問
答
残
抄
の
詞

替
に高

野
へ
ま
ゐ
り
け
る
に
葛
城
の
山
に
に
う
じ
の
立
ち
た

り

け
る
を
見
て

(
新
註
国
文
学
叢
書

五
六
ペ
ー

ジ
)

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

歌
は
後
述
の
夫
木
和
歌
集
の
も
の
と
同
じ
で
あ

る 。

く
だ
っ
て 、

日
本
風
土
記
に
も
見
え
る
。

虹
続

発
息

ね
う
じ

(
訳
註
日
本
考

一

八
八
ペ
ー

ジ
)

「
莞」

の
音
は
五
柳
切
(
広
韻)

で 、

日
本
語
の
「
ね
う」

に
あ
て
て
あ
る

よ
う
に 、

官
話
系
統
の
も
の
で
な
く 、

呉
方
言
に
よ
っ
た
、も
の
で 、

「
ニ
ョ

|
」

の
発
音
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
ニ
ョ
l

ジ
」

と
い
う
形
は 、

現
在
の
方
言
形
に
は
見
ら
れ
な
い
が 、

そ
れ
に
近
い
「
ニ
ュ

ー
ジ
」

と
い
う

形
は 、

大
分
・

壱
岐
・

徳
島
な
ど
に
あ
る 。

日
本
風
土
記
の
語
集
は
九
州
色

が
濃
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が 、

「
ニ
ョ
l

ジ
」

は
当
時
の
九
州
方
言
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い

。

「
ナ
プ
サ
」

と
い
う
形
に
つ
い
て
は 、

次
に 、

池
上
禎
造
氏
(
日
本
語
の

発
達
「
こ
と
ば
の
詩
座」

所
収)

の
こ
と
ば
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

か
つ
て
柳
田
国
男
氏
は
方
言
を
材
料
と
し
て
推
定
し
、

虹
を
よ
ん
だ 、

さ
ら
に
ま
た
そ
り

橋
わ
た
す
心
地
し
て
を
ふ
さ
か
か
れ
る
葛
城
の
山

(
夫
木
抄

十
九)

の

「
を
」

字
は
「
な
」

な
ど
の
誤
り
か
と
し
て
引
か
れ
た
こ
と
が
あ
る

。

夫
木
抄
の
諸
本
に

、

今
の
と
こ
ろ
そ
の
異
動
は
見
出
し
え
な
い
が 、

名
亘聞

記
に
蛇
を
「
ナ
フ
サ
ク
」

と
い
う
こ
と
が
見
え
て
い
る
の
で

、

そ
の
遠
見

は
文
献
的
に
も
証
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る

。

(
二
四
五
ペ

ー
ジ
)

岡
田
氏
の
引
か
れ
た
名
語
記
に
は

蛇
ハ
ナ
フ
サ
ク
如
何 、
ナ
ハ
ハ
ム
サ
マ
ハ
ム
ノ
反 、
ナ
ハ
フ
ル
ナ
マ
ハ
ム
ノ

反 、

ナ
ハ
ヒ
ク
ν
ナ
ハ
ム
ノ
反 、

コ
レ
ヲ
ク
チ
ナ
ハ
ト
イ
ヘ
ル
モ
朽
縄
ノ

義
歎
臥

と
あ
っ
て 、

そ
の
発
音
が
は
っ
き
り
し
な
い

。

恐
ら
く
「
ナ
プ
サ
ク
」

と
発

音
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。

そ
れ
は
後
の
も
の
で
あ
る
が 、
「
か
た
こ
と」

に

一

な
む
さ
う
と
は
蛇
の
一

名
と
か
や

。

そ
れ
を 。

お
な
む
そ 。

と
い
ふ
は

い
か
が
(
日
本
古
典
全
集

七
二
ペ
ー

ジ
)

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ち
な
み
に 、

柳
田
先
生
(
「
西
は
何
方」

二
ニ
四
ペ

ー
ジ
)

の
説
か
れ
る 、

大
日
本
国
語
辞
典
の
「
な
ふ
さ
の
馬」

は 、

蛇
に
は

関
係
し
な
い

。

さ
て 、
「
虹
は
蛇
な
り」

ま
で
筆
が
進
ん
で
し
ま
っ
た
が 、

最
近 、

佐
竹
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描

昭
広
氏
は 、

秋
田
や
琉
球
で
虹
を
「
ノ
ギ」

「
ノ
l

ギ」

と
い
う
と
こ
ろ
か

ら 、

中
世
小
説
の
伊
吹
章
子
に
つ
い
て 、

伊
吹
大
明
神
の
申
し
子 、

弥
三
郎

の
子
が 、

伊
吹
童
子
(
酒
天
童
子)

で
あ
る
が 、

弥
三
郎
が
通
っ
た
姫
君
の

家
は
大
野
木
殿
と
い
わ
れ
て
い
る
(
と
れ
は
典
型
的
な
蛇
懇
入
認
で
あ
る) 、

そ
の
「
大
野
木
殿」

(
統
お
伽
草
子

岩
波
文
庫

一

五
四
ペ
ー

ジ
)

は 、

「
大
ノ
ギ
」

む
ろ
ん
「
大
蛇」

の
意
で
し
か
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る 。

と
う

な
る
と 、

い
か
に
佐
竹
氏
の
行
論
が
そ
の
味
に
お
い
て
と
く
が
深
く
て
も 、

民
俗
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
言
語
学
の
正
統
派
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
は 、

出

発
点
を
異
に
す
る
と
と
が
あ
ら
わ
に
な
っ
て
く
る
。

も
と
よ
り 、

中
世
人
が

蛇
の
惣
入
り
に
つ
い
て 、

関
越
l

関
ハ
モ
ト

蛇
ノ
一

種
テ
ヤ
ホ
ト

ニ
中
ニ

虫
ト

云
字
ヲ
カ
イ
タ
ソ
。

日
本
ノ
ヲ
カ
タ
ノ
三
郎
ト

云
者
ゴ
ソ 、

蛇
ノ
子
孫
テ
ヤ
ト

云

(
史
記
抄

巻
十
四

寛
永
板

三
十
七
オ
ー

ク〉

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
あ
る
が 、

だ
か
ら
と
い
っ
て 、

「
大
ノ
ギ
」

の
語
義
を 、

は
た
し
て 、
「
大
蛇」

と
説
き
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
か

。

宮
良
当

壮
氏
は 、

琉
球
方
言
な
ど
の
研
究
か
ら 、
「
ニ
ジ
」

の
語
原
を 、

蛇
類
の
総

名
と
推
断
さ
れ
る
「
ナ
ギ
(
牛ノ
ジ
)
」

に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が 、

琉
球

方
言
の
場
合
に
は 、

青
大
将
を
媒
介
と
し
て 、

一

部
の
方
言
に
お
い
て 、

虹

H
蛇

の
式
が
な
り
た
つ
の
で
あ
り 、

こ
の
図
式
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は 、

お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

私
の
虹
に
関
す
る
興
味
は 、

東
条
先
生
の
東
京
文
理
大
で
の
昭
和
十
六
年

度
御
講
義
か 、

も
す
こ
し
前 、

亀
井
氏
の
日
本
方
言
学
会
創
立
大
会
に
お
け

る
琉
球
方
言
に
つ
い
て
の
御
講
演
に
始
ま
る 。

し
か
し 、

年
数
を
か
け
た
わ

り
に 、

ま
だ
十
分
に
描
け
な
い
で
い
る
。

点虹

大
正
六
年
一
月一東
条

操一
虹

一
糊
配
禦…一
O
号

大
正
?

一
ド
九ス
μ
川一
虹
は
蛇
な
り

一
口
頭?

一
z

一

一
国
学
院
雑
誌

大
正
十
四
年
八
月
吉
良
当
壮一
虹
考

一
第
二
十一
巻
第
八
号

一

一
語
音
変
化
に
関
す
る一
音
戸の
研
究

「
西
は
何
方」

昭
和
五
年
三
月一柳
田
国
男一
研
究
(
後
に
「
虹
の一
第
三
純

一に
収
め
る

一

一
語
音
変
化
な
ど」d
一

一

一

一

一
方
言

一
「
西
は
何
方」

昭
和
七
年
四
月一
柳
回
国
男一
於
計一一一
回刈「
育一
第二

第四
号

一
に
収
め
る

一

一

一
東
洋
語
学の
研
究
補
釘一

「

一

J

一
し
て「
学苑」戸
昭
和λ
年〉一
「
南
島
叢
考」

昭
和
七
年
十
二
月一
宮
良
当
壮一
虹
の
語
学官
研
究
一
に
三
回
連
載

一
に
収
め
る

一

一

一
国
詩
科
学
講
座

昭
和
八
年
八
月一
三
宅
武
郎一
きつ
ね
の
なは
と
ぴ一
国
語
第
三
号

一

一
虹
の
語
原
説
に
つ
い一
音
声
学
協
会
会
報

昭
和
八
年
九
月一宮
良
当
社一
て

一
第
三一
号

一

一
虹
の
語一風
に
関
す
る一国
語
科
学
講
座

昭
和
八
年
十
月
言
宅
武
郎一
倍
司
氏
の
創
鋭
につ一
固
定
都四
号

昭
和
十
年
二
月一
橋

正
二
蛇の
全
国
方
言

一
理一一
都…
二
号

昭
和
十
年
六
月一
永
田
吉
太
郎一
虹
雑
記

一
土の
香

「一一文

一

一
第八
五
号

一
E

一

一
旅
と
伝
説

昭
和
十
年
七
月一橘

正
二虹
は
蛇
なり

一
第
八
巻
第
七
号

昭
和十
五
年
十二
月一菊
沢

孝
生一虹
に
就
い
て

一国
語
研
究

-
喜

一
|虹
は
蛇
に
あ
らず一第
八
巻
第
二一
号

一
お
伽
草
子
の
人
び一
国
持
通
信

昭
広一
!
大
野
木
殿
|
と一

A
E
F
F職)

虹

研

究

年

表

史

昭
和
三
十
四
年
内
月一
佐
竹

「
方
言の
研
究」

に
収
め
る

「
方
言
読
本」

に
収
め
る

稿
成
っ
て

後 、

佐
竹
氏
よ
り

「
伊
吹
章
子
と
酒
呑
定
子
」
(
学
習
院
大

学
文
学
部
研
究
年
報

6
)

を
い
た
だ
い
た

。

「
国
語
通
信
」

の
も
の
を

更
に
増
訂
さ
れ
た
の
で
あ
る

。
「
ノ
ギ
」
「
ノ
ガ
」

な
ど
の
形

に

つ

い

て

は
、

私
と
し
て
も 、

な
お

、

ト
レ
ー

ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る

。

(
福
島
邦
道)
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